あかるいしがのかい　　　あかるいしがのかい　　　あかるいしがのかい　　　あかるいしがのかい　　　あかるいしがのかい　　　あかるいしがのかい　　　あかるいしがのかい　　　あかるいしがのかい　
[image: image1.jpg]


[image: image2.wmf]【１日目　6月29日（土】�

12:00

受付

日野町町民会館　わたむきホール

12:30

歓迎行事

日野祭囃子の演奏

12:30〜�

報告

「地方自治をめぐる基本問題と小規模自治

体の課題」

岡田知弘京都大学教授

14:00〜�

記念講演

「地方自治をめぐる基本問題と小規模自治

体の課題」

�@農村と都市との交流

�A自然再生エネルギー活用の地域づくり

�B景観保全・歴史的建造物の保存と活用

のまちづくり

�C講座：「ＴＰＰ問題」

�D町村長交流会

17:30〜�

総会

18:30〜�

夕食・交流会

ブルーメの丘

【２日目　6月30日（日】�

テーマ：安全安心で小さくても輝くまちづくり

シンポジスト

　浅和定次氏（福島県大玉村長）

　角谷喜一郎氏（奈良県野迫川村長）

　寺本眞一氏（和歌山県那智勝浦町長）

　藤澤直広氏（滋賀県日野町長）

　塩崎賢明氏（立命館大学教授）

11:30〜�

12:00

アピール・閉会

分科会・講座

15:30〜�

17:15

9:30〜

11:30

シンポジウム

[image: image3.bmp]
[image: image4.wmf]【１日目　6月29日（土】�

12:00

受付

日野町町民会館　わたむきホール

12:30

歓迎行事

日野祭囃子の演奏

12:30〜�

報告

「地方自治をめぐる基本問題と小規模自治

体の課題」

岡田知弘京都大学教授

14:00〜�

記念講演

「地方自治をめぐる基本問題と小規模自治

体の課題」

�@農村と都市との交流

�A自然再生エネルギー活用の地域づくり

�B景観保全・歴史的建造物の保存と活用

のまちづくり

�C講座：「ＴＰＰ問題」

�D町村長交流会

17:30〜�

総会

18:30〜�

夕食・交流会

ブルーメの丘

【２日目　6月30日（日】�

テーマ：安全安心で小さくても輝くまちづくり

シンポジスト

　浅和定次氏（福島県大玉村長）

　角谷喜一郎氏（奈良県野迫川村長）

　寺本眞一氏（和歌山県那智勝浦町長）

　藤澤直広氏（滋賀県日野町長）

　塩崎賢明氏（立命館大学教授）

11:30〜�

12:00

アピール・閉会

分科会・講座

15:30〜�

17:15

9:30〜

11:30

シンポジウム



あかるいしがのかい　　　あかるいしがのかい　　　あかるいしがのかい　　　あかるいしがのかい　　　あかるいしがのかい　　　あかるいしがのかい　　　あかるいしがのかい　　　あかるいしがのかい　












２０１３年　５月　２０日　　第２４０号











�





明るい滋賀県政をつくる会（略称・明るい滋賀の会）


　　　520-0051　大津市梅林１丁目3-30　滋賀県労連内


　　　　電話077-521-2536　　ﾌｯｧｸｽ077-521-2534


　　　　　　　郵便振替口座01090-5-33926


　　　E-mail: � HYPERLINK "mailto:shigaken-roren@aqua.plala.or.jp" �shigaken-roren@aqua.plala.or.jp�（県労連宛）











　８月の参議院選挙の争点は、憲法改正、特に９６条の憲法改正条項です。自民党等は、発議要件を国会議員の「３分の２以上」から「過半数」に変えようと提案しています。これでは、一地方に適用がある法律と同じ要件です（憲法９５条）。�　憲法とは、主権者である国民が権力者を拘束・制限するものです（立憲主義）。改憲論者の小林節（慶応大学教授）さえも、自民党案の９６条改正案につき、「立憲主義を無視した邪道」と断じています。�　大多数の国では、憲法改正に厳しい条件（硬性憲法）を課しています。その理由は、時の権力者によって容易に憲法を変えさせないためです。�　自由民主党が作成したQ&Aの各国の主な憲法改正手続と改正回数の事例で、韓国の調査をしているにもかかわらず、隣国の韓国の事例を挙げていません。韓国は、一院制ですが、国会の３分の２以上の賛成、国民投票が憲法改正の要件であり、ほぼ日本と同じです。しかし韓国では、過去に９回改正をしています。韓国で、憲法改正を９回も行っているのであれば、日本でも憲法改正ができるはずです。自民党は、あえてQ&Aで、韓国の事例を載せなかったのでしょう。�　明治憲法制定過程で、森有礼（文部大臣）と伊藤博文との間で、次の議論がありました。森氏は「天皇に対して臣民は権利を持たない」と主張すると、伊藤氏は「憲法を創設する精神は、第１に君権の制限、第２に臣民の権利保護にある。臣民の権利を列記せず、ただ責任のみを記載するならば、憲法を設ける必要がない」と述べ、森氏の見解は「憲法に反対する説」だとこき下ろしました。すると、森氏は「臣民の財産及び言論の自由などは、人民の天然所持するもので、法律の範囲内において保護し、制限するものではないから、憲法によってこれらの権利を初めて生むかのように唱えることはできない」と述べました。伊藤氏は立憲主義から、森氏は天賦人権説から説明をしました。「権利ばかりで義務が少ないから日本が駄目になった」などと述べている自民党の議員は、明治の指導者に比べ、いかにも憲法（立憲主義）の意味を理解していないか、勉強をしていないのか分かります。�　憲法９６条を変える前に、歴代９６代目の首相（安倍）を変えましょう。　　


（明るい滋賀県政をつくる会共同代表　近藤公人）�
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都道府県の役割、存在意義を考える討論集会


  　　日時：６月８日（土）13:20～17:00  場所：浜大津明日都ふれあいプラザ５F


　　　　基調講演　岡田知弘京大教授「都道府県の役割と道州制」（仮題）


     　 各分野報告　教育、福祉、農業、医療、琵琶湖の保全、防災・危機管理等





　小さくても輝く自治体フォーラムは、市町村合併を選択せず、自律のまちづくりをすすめる全国の小規模自治体が、お互いの経験を交流、さらに発展をめざす場として行われてきました。今回で18回目を迎えますが、6月29日（土）から２日間にわたって、関西では初の開催地として日野町で行われます。


　全体テーマは、「安全・安心で小さいからこそ輝くまちづくり」です。初日の記念講演は宮本憲一氏による「環境・文化と安心・安全な地域づくり」であり、全体スケジュールは、右表のような内容となっています。道州制の動きが強まれば、市町村合併が再燃することは必至ですが、道州制はこのような住民自治を大切にしてきた小さくても輝くまちづくりの取り組みとは全く逆行します。多くのみなさんのご参加をお願いします。


　　　　　瓜生昌弘（滋賀県職員組合執行委員長）





　メーデー参加の皆さんご苦労様です。「明るい滋賀県政をつくる会」を代表してご挨拶申し上げます。


今年の、メーデーは民主党政権の崩壊を受けて再び登場した自民党安倍内閣による国民生活破壊の悪政が強まるもとで闘われています。特に、デフレからの脱却と称して進められる超インフレ政策とともに消費税の大増税やさらなる雇用破壊を進める、地域・職種限定の「名ばかり正社員」制度の導入、金さえ払えば首切り・解雇は自由に行える規制緩和、残業代を支払わなくとも何時間でも働かせることが自由となる「ホワイトカラー・エクセンプジョン」の導入などが検討されていることは極めて重大です。これらの攻撃を許さぬ皆さんの奮闘が求められています。


さらに、こうした安倍政権の下で県民の暮らしを守る役割を果たすべき県政はどうなっているでしょうか？２期目となる嘉田県政も３年を過ぎ４年目を向かえようとしていますが、今日の嘉田県政は県民の期待を裏切り、暮らし破壊の政治を国いいなりに進めている、と言わなければなりません。県民にとってほとんど必要のない新名神高速道の京都・大阪への延伸や北陸新幹線の延伸問題などムダな大型公共事業が国いいなりに推進しようとしています。


また、１０年後には国体を招致するなどの計画も浮上しています。そして、来年度の予算では６０億円を超える防災センターの建設などが計画されていますが、全く必要のないものです。県立高等学校の統廃合も無理やり大規模校をつくる大型公共事


業として強行されようとしています。いずれも県民不在・子ども





もたち置き去り、教育に関する哲学不在のものです。　　


さらに、若狭湾の原発群についても大飯原発の再稼働を大阪の橋下とともに容認してきたのが嘉田知事でした。最近締結された関西電力などとの「協定」では「発電所の新増設に係る建設計画や原子力施設に重要な変更を行うときは事前に報告しなければならない」とあり、この場合「県は意見を言うことができる」とされているだけであります。


これでは新増設を認めることを前提にしている「原発推進」のための協定でしかありません。およそ７割を超える「原発は止めてほしい」の県民の声を踏みにじるものです。


また、県の労働委員の選任についても再び「連合独占」の歪んだ選任を強行しました。先の総選挙で小沢氏言いなりに「新党」を立ち上げ、わずか１ケ月で露と消えた「未来」のために民主党と「連合」のブロックに迷惑をかけた、その「お詫びに」と言わんばかりの不公正が嘉田知事によって労働行政に持ちこまれました。


総選挙時の言動など最近の嘉田知事の政治姿勢に対する批判は高まっています。こんな「県政」は転換しなければなりません。来年の７月には知事選挙が行われます。「明るい会」は、県政を県民本位に転換するために頑張る決意であります。年内には候補者選考を終え、来年のメーデーには候補者が力強く挨拶させていただく準備を進めたいと思います。皆さんのご支援と奮闘をお願いしてご挨拶といたします。　　　　　　　　　（明るい滋賀県政をつくる会共同代表　辻義則）








５月１日、県内１０会場で第８４回県民メーデーが開催されました。参加者は全会場合計１２００人でした。平日にも関わらず、参加者が多いのは「今のこの厳しい情勢のためではないか？」という声が聞こえました。


中央会場（大津・膳所公園）のステージ正面看板には「くらしと雇用を守り、憲法がいきる安全・安心社会の実現を」を掲げました。会場には３５０人が集まりました。開会の前には息吹合唱団によるうたごえ、シンガーソングユニオンによる平和を求める歌の弾き語りがありました。


　リレートークでは改憲、沖縄基地、消費税、原発、TPP、年金、いじめ、公正な雇用関係など多岐にわたった発言が問題の現場に深く関わる方々から行われ、共感と連帯の拍手が惜しみなく広がりました。


　メーデー開催にあたり実行委員会へメッセージがJA滋賀中央会、保険医協会、県知事、大津市長より寄せられました。「人間らしく働き、人間らしく生きることのできる社会」を実現しようと訴えたメーデー宣言が力強く確認されました。


　プラカード・デコレーションにはユニークでしかも辛辣な作品が多数寄せられました。


デモパレードは膳所駅を経由しパルコ前までにぎやかに行われました。　　　　　　山元大造　（滋賀県労連事務局長）











_1430374934.unknown

